
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 H27 年 3 月 30 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 38
言葉遣いに気をつけて、職員同士で注意しあえる
ようにしていく。

丁寧な言葉遣いができるようにしていきたい。 6 ヶ月

2 4
気軽にホームへ立ち寄れるよう、地域の方や子ど
も達が喜んでもらう行事を開催する。

子ども達が気軽にホームへ立ち寄れるように
なることと運営推進会議に地域の方が参加し
て頂けるようにしていきたい。

6 ヶ月

3 13
ケアプランでは御家族と話し合いをもって作成して
いく。

介護計画作成時にご家族と密に話し合いをお
こなう。

6 ヶ月

4 37 災害対策の見直し。 災害対策を強化する。 6 ヶ月

5 ヶ月

接遇の勉強会を定期的に行っていく。また、ホー
ム長リーダー達で注意しあえる環境づくりに努め
スタッフに伝えていく。

気軽にホームへ立ち寄れるよう、地域の方や子ど
も達が喜んでもらう行事を開催する。

ご家族の面会時に入居者と共にケアプランの説
明と近況報告をおこなっていく。

・食料の備蓄を増量する。
・地域の消防団の方を交えて、避難訓練をおこな
う。
・家具の転倒防止対策に取り組む。
・他事業所と協力体制を確立する。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホーム桜の木

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


